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１．研究計画の概要 
東南アジアではモンスーンによる毎年の

洪水に悩まされている地域が多い．特にバ

ングラデシュでは，雨期に８０％の降雨が

集中し，さらにこの時期にヒマラヤ山脈南

方斜面からの融雪を伴う大量の雨水が大規

模に流下することで，集水域内での洪水，

土の流亡など深刻で危険な状態をしばしば

引起こし，毎年のように耕作期の農地のほ

ぼ２０％から４０％が毎年甚大な被害を受

けている．この洪水被害から人命，農作物

を守るために，堤防の建設が進められてい

る．しかし，現地での施設は十分精査した

設計・施工に基づいたものが少なく管理も

十分ではないため，毎年部分的な破損や，

場合によっては完全な崩壊が数多く発生し

ている．  
本研究では，バングラデシュにおいて

下記の事項の検討を行う． 
i) 破壊した堤防，フィルダムの土質力学性

状，土壌特性を調べる． 
ii) 堤防の破壊に対する社会的経済的側面

の情報収集 
iii) 河川流域の水理学的パラメータ，および

地域の流出特性を調べる． 
iv) 現地調査，並びに浸透，流出，安定解析

により破壊原因を究明してその対策法を

提案する． 

v) 生態系及び環境保全を考慮に入れた，破

壊を抑止できる経済的でかつ現地で使え

るリサイクル材料を用いた補強工法の検

討を行う 
vi) 斜面における土壌浸食のメカニズムを

解明して，環境を考慮した盛土の保全方

法を確立する． 
 

２．研究の進捗状況 
平成19年度にはシラジガンジ市のJamuna

川河川堤防と平成20年度にはバングラデシ

ュのMangroveやパドマ川河川堤防における

現地調査を実施し，種々の河川堤防の破壊メ

カニズムについて検討を行い、堤防の建設に

関して新工法を提案した．また，土の特性を

改善する目的で，ソイルセメント工法が広く

使用されてきていることから，ソイルセメン

トに関する研究も実施した．これまでのセメ

ント混合による土層改良に関する研究では，

セメントの混合比が4%から14%以上と比較

的混合比が大きい場合がほとんどで，経済性

および環境問題を考えると，少量のセメント

混合による土の特性変化について研究する

ことが必要である．そこで，本研究では，混

合比が0.6%までの少量のセメントを粘性土

に添加することにより，支持力比（CBR値），

一軸圧縮特性，および透水性がどのように変

化するかについて検討を行った．その結果，

少量のセメント添加であっても，セメント混



合比の増加に伴い，支持力比，一軸圧縮強度

，変形係数および透水係数は増加することが

明らかとなった． 
平成21年度にはバングラデシュのマニク

ゴンジ市ハリラムプル地区の盛土堤防にお

ける現地調査及び法面保護の実証実験を実

施した． また，三重大学生地域保全工学講

座は法面保護に関して５種類の新工法を研

究しており，その実証実験をバングラデシュ

のラジシャヒ市ゴダガリ地区の盛土堤防に

活用した．この新工法は，ワイヤメッシュを

使用するために引張り力に強く地すべりに

効果が高く，土セメントを使うため経済的に

も安価で，土砂災害対策に適している．土，

セメント及びメッシュの３素材の相乗作用

によって，引張り力を補い，表面の土に摩擦

力を与え，土砂災害に強い基盤を作り上げる

ことが可能である．平成21年度は高さ８．０

ｍ，幅１．２ｍ程度の法面において施工を実

施したが，今後は異なる工法についても検討

を行っていく予定である． 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
「理由」 
平成 19 年度から平成 21年度まで 3年間バン

グラデシュの種々の地域における河川堤防

の機能と保全に関する現地調査研究を実施

した際には現地から資料や試料を採取し，実

験室で土質特性及び解析を行った．具体的に

は，バングラデシュのパドマ川河川堤防と

Jamuna川の河川堤防の土質特性と破壊状況

について調べた．堤防保全を目的で，ソイル

セメント工法が広く使用されてきているこ

とから，ソイルセメントに関する研究を実施

し，支持力比（CBR 値），一軸圧縮特性，お

よび透水性などについて検討を行った．斜面

の安全率を求めるため安定解析も行った．さ

らに，現地に対応した対策工法の提案を行い，

実際に試験施工を行いその効果の確認を行

っている．これらの結果は，査読審査付き論

文，学会発表や図書などとしてまとめ，2007
年には７編，2008 年には 6 編，2009 年には

3 編といった形で結実した． 
 
４．今後の研究の推進方策 

今後，現地に適応できる河川堤防法面保護工

法について現地実験及び安定解析に関する

研究を継続して行い，その完成を目指す． 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者，研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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